
こ
の
日
は
、

「敗
戦
の
日
」

だ
が
、
私
に

は
、こ
の
日
は
も
う
一
つ
特
別
の
日
で
あ
る
。

1953

年
（昭
28
）
7
月
17
日
～
18
日
朝

に
か
け
て
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨

（南
紀
豪

雨
）
が
和
歌
山
県
北
部
を
襲
い
、
県
の
山
間

部
で
は
24
時
間
で
500
mm
以
上
の
雨
量
を
記

録
の
和
歌
山
県
史
上
最
悪
の
気
象
災
害
が

有
った
。
（死
者
行
方
不
明
者
計1015

人
、
家
屋
全

壊3209

棟
、
家
屋
流
出3986

棟
、
崖
崩
れ4005

か
所
、
被
災
者
26
万
2
千
人
）

日
本
は
マダ
戦
争
の
痛
手
が
残
って
い
て
、
公

共
の
復
旧
支
援
は
追
い
付
か
ず
、
民
間
（学
生
・

労
組
・
青
年
団
体
・
民
青
等
）が
、
「救
援
隊
」を
つ

く
り
、被
災
地
復
旧
に
加
わ
った
。

当
時
、
大
学
２
回
生
だ
った
私
は
、
学
友
と
松

下
京
都
工
場
労
組
の
数
人
で
隊
を
組
み
、
今

「

猫
駅
長
タ
マ
」
で
有
名
な

「貴
志
川
町
」に
入
った
。

被
害
の
少
な
い
「民
家
」

に
住
み
、
昼
間
は
、
勤
労

奉
仕
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
被

災
者
に
感
謝
さ
れ
、
生
れ
て
始
め
て
快
感
に

似
た
感
動
を
貰
った
。
夜
は
、
被
災
者
救
援
の

「被
害
者
同
盟
」を
組
織
す
る
こ
と
に
取
組
み
、

そ
れ
が
設
立
。
貴
志
川
電
鉄
の
好
意
の
無
料

列
車
で
、８
月
15
日
夜
「和
歌
山
城
公
園
」の

「県
被
害
大
集
会
」に
被
災
者
と
参
加
、
そ
の

会
場
で
、
当
日
早
朝
、南
山
城
大
水
害
を
知

り
、
翌
日
急
遽
京
都
に
戻
った
。

こ
の
頃
、
東
山
地
域
に
、青
年
達
が
参
加
す

る
東
山
日
曜
会
〈社
研
）
や
「と
も
し
び
合

唱
団
」が
あ
り
、
そ
の
人
達
も
、そ
の
後
、
毎
週

被
害
地
「井
手
町
」救
援
に
参
加
し
た
。
大

掛
か
り
な
支
援
終
息
後
も
、
家
庭
事
情
で
、

家
業
（酒
屋
）を
継
が
な
い
と
決
め
、家
出
し
て
い

た
私
は
、
そ
の
玉
川
と
木
津
川
合
流
す
る
堤
防

上
に
「府
設
置
し
た
日
雇
労
務
者
用
」
の
「※
空

き
小
屋
」
に
住
み
、
横
の
ポ
ー
ル
に
大
き
な

「赤
旗
」を
掲
げ
、
救
援
作
業
を
続
け
た
。
当

時
は
、
マダ
日
本
全
体
貧
し
い
頃
、
救
援
物
資

が
不
公
正
に
流
れ
る
こ
と
も
有
り
、聞
き
込
み
、

監
視
と
摘
発
に
勤
め
た
。
お
陰
で
随
分
怖
い
目

に
あ
っ
た
。
父
は
、
少
額
の
小
遣
い
を
呉
れ
て
い

た
が
、
食
費
が
賄
え
ず
、
土
手
の
草
と
、
ビ
ラ

貼
リ
用
の
糊
の
残
り
を
団
子
状
に
し
「汁
」に

浮
か
べ
て
、
無
理
や
り
喉
に
押
し
込
ん
で
飢
え

を
凌
い
だ
。

そ
の
頃
「ニ
ク
ソ
ン
副
大

統
領
」来
日

（昭
28
・
12

月
）。
京
都
～
奈
良
を
訪
問

す
る
こ
と
決
り
、
直
後
、
京
都
府
（木
津
土
木

事
務
所
）か
ら
、
「小
屋
」取
壊
し
を
通
告
さ
れ

た
。
私
は
、
「府
が
、
ニク
ソ
ン
氏
が
通
る
24
線

に
「赤
旗
」が
翻
って
い
る
と
具
合
が
悪
い
か
ら
」

だ
と
推
察
し
府
庁
へ。
（民
統
で
応
援
し
た
）

蜷
川
知
事
に
直
訴
。
「小
屋
は
残
す
、
但
し
掲

げ
た
「赤
旗
」は
訪
問
前
に
一
時
下
す
」で
決

着
し
た
。
交
渉
中
、
知
事
の
「ニク
ソ
ン
訪
問
は

無
関
係
だ
」と
の
言
葉
に
反
発
し
、
思
わ
ず

「こ
の
狸
親
父
め
、
嘘
言
う
な
！
」と
言
って
し

ま
った
。
知
事
が
、
「狸
親
父
は
聞
き
捨
て
な
ら

ん
、
取
り
消
せ
！
」と
真
っ赤
な
顔
で
言
う
。

拒
ん
だ
が
、
秘
書
官
が
間
に
入
り
、
私
も
言

葉
が
過
ぎ
た
と
思
い
詫
び
て
取
り
消
し
た
。
そ

し
て
ニク
ソ
ン
氏
が
、24
号
線
通
過
の
日
に
は

「赤
旗
」を
降
ろ
し
た
。
お
詫
び
の
お
陰
で
か
、
そ

の
小
屋
は
、そ
の
翌
年
２
月
、
私
が
「立
ち
退
く
」

ま
で
残
し
て
下
さ
った
。

そ
の
救
援
活
動
と
５
年
余
の
政
治
活
動
等
、

色
々
な
経
験
が
、
元
々
の
気
の
弱
い
極
め
付
き

の
、
「大
人
し
い
子
」で
あ
った
私
を
豹
変
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
。
先
人
は
、
上
手
い
言
葉
を
残
し

て
い
る
。
若
い
時
の
、苦
労
は
買
う
て
で
も
せ
い
！

と
。が
、
近
年
は
若
者
、
否
、
高
齢
者
も
、
苦

労
を
避
け
る
嫌
い
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
良
い
の
か

な
ぁ
と
思
い
つ
つ
、
八
月
十
五

日
を
顧
み
、
こ
の
「稿
」を
記

し
た
。

写
真
は
、水
害
で
、
押
し
流

さ
れ
、
今
も
有
る
奈
良
線

玉

水
駅
ホ
ー
ム
に
残
さ
れ
た
大
岩

第3日曜日開催8月21日(日）定例:朝9時～

第139回朝粥食べておシャベリ会
講演:「足と靴を整えて、さぁ歩きましょう！」
今回の、講師は 澤野ともえさん

▽
上
欄
※
の

「木
津
川
の
小

屋
」
の
跡
を
15

日
に
見
に
行
っ
た
。
が
、
堤
防
上
は
、

何
も
な
く
「井
手
町
」も
大
き
な
変

化
は
な
か
っ
た
。

▼
当
時
、
山
手
の
池
堤
防
が
崩
れ
、

堤
防
で
水
が
止
ま
り
町
中
が
「湖
」

状
に
な
っ
た
姿
は
想
像
も
出
来
な
い
。

▽
あ
の
頃
。
不
正
を
暴
い
た
ビ
ラ
配

布
中
（土
建
屋
風
の
）
若
衆
に
取
り
囲
ま

れ
怖
い
目
に
会
っ
た
場
所
を
探
し
た

が
判
ら
な
か
っ
た
。
が
、
玉
川
堤
防

の
桜
の
木
は
元
気
だ
っ
た
。

▼
私
は
、
歳
を
重
ね
て
頭
は
白
髪
、

肌
は
カ
サ
カ
サ
に
変
わ
っ
て
お
り
、

羨
ま
し
く
思
い
つ
つ
、
花
の
無
い
桜
木

を
愛
で
た
。
川
は
、
昔
と
同
じ
く
水

嵩
は
少
な
い
が
、
水
は
綺
麗
だ
。

▽
帰
途
、
木
津
川
堤
防
上
の
24
号

線
西
側
京
都
寄
り
に
当
時
、
「大
樹
」

が
茂
り
、
そ
の
下
の
「祠
」を
、
組
織

の
秘
密
ポ
ス
ト
し
た
思
い
出
の
場
所

だ
っ
た
が
、
大
樹
は
既
に
無
か
っ
た
。

▼
国
道
沿
い
木
津
川
の
砂
原
が
見

え
、
連
鎖
で
、
木
津
川
八
幡
水
泳
場
で
、

溺
れ
死
に
そ
う
に
な
っ
た
12
歳
頃
を

思
い
出
す
。
そ
の
時
、
私
を
懸
命
に

助
け
て
く
れ
た
の
が
「修
（オ
サ
ム
）

ち
ゃ
ん
」。
そ
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

▽
彼
は
２
歳
上
で
、
当
時
、
兄
の
様

に
慕
い
、
良
く
遊
ん
で
呉
れ
た
人
。

宇
治
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
醍
醐
に

住
む
そ
の
人
と
、
通
勤
の
行
帰
り
に

よ
く
出
会
っ
た
。
が
、
随
分
ご
無
沙

汰
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

▼
帰
宅
し
て
直
ぐ
に
『
酒
』を
土
産

に
、
醍
醐
の
お
宅
に
伺
い
、
玄
関
を

開
け
た
。
奥
さ
ん
が
出
て
来
ら
れ
、

ご
主
人
は
と
お
尋
ね
し
た
ら
、
「ご

め
ん
な
さ
い
６
ヶ
月
前
急
死
、
葬
儀

は
身
内
の
み
で
」と
告
げ
ら
れ
驚
く
。

▽
奥
さ
ん
は
、
私
と
修
ち
ゃ
ん
の
付

合
い
を
、
よ
く
ご
存
知
な
い
の
だ
。

修
ち
ゃ
ん
も
、
知
ら
せ
た
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
彼
の
お
陰
で
、
私
の
命
が

今
も
有
る
の
に
！
。

▼
「修
ち
ゃ
ん
」
の
ご
位
牌
に
、
「お

お
き
に
！
」と
呟
き
手
を
合
わ
せ
た
。

周
り
併
せ
の
不
思
議
に
驚
い
た
敗

戦
記
念
日
８
月
15
日
で
あ
る
。
明
日

は
「大
文
字
の
日
」。
ご
冥
福
を
祈
り
、

も
う

一
度

「お
お
き
に
」
と
。

ど
ん
つ
き
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第15回：七条大橋清掃活動 60分程度

☆2016年 9月7日（水）午前9時：スタート

★集合場所：京阪七条駅西南出入口※少雨決行

☆汚れても良い服装で 雑巾・タワシ等ご持参

作業終了後：サカタニ2Ｆ:懇談会60分程

汚れている今の橋 架橋時の橋

報
告
ご
寄
稿
、
高
木
英
智
様

講
師
は
、
澤
野
と
も
え
様

テ
ー
マ

「歩
い
て
健
康
に
な
る
、

そ
の
秘
訣
～
」

昔
は
裸
足
で
歩
い
て
い
た
が
、

今
は
靴
を
履
い
て
い
る
の
で
足

と
靴
と
歩
行
が
身
体
の
基
盤
と

の
こ
と
。
足
そ
の
も
の
を
知
る

こ
と
と
靴
を
知
る
こ
と
が
重
要
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
効
果
で
、
体
内

調
整
、
呼
吸
、
自
律
神
経
等
を

整
え
、
良
循
環
を
作

っ
て
体
力

を
充
実
さ
せ
る
。
普
通
、
立
つ

と
い
う
構
造
は
３
本
足
か
ら
と

い
う
こ
と
で
二
足
歩
行
す
る
人

間
は
す
ご
い
。

と
り
わ
け
足
の
裏
が
重
要
で
、

「足
裏
三
点
ア
ー
チ
」
は
人
間

に
近
い
猿
に
も
な
い
、
人
間
だ

け
が
持

つ
３
ル
ー
ト
の
ア
ー
チ

構
造
の
機
能
だ
そ
う
で
、
生
ま

れ
た
と
き
は
な

い
と
こ
ろ
か
ら

小
学
生
の
頃
に

成
長
す
る
そ
う
。

建
物
も
基
礎
の

土
台
が
大
切
だ

が
、
人
間
も
同

じ
こ
と
。
３
０
代
以
降
は
何
も

し
な
か
っ
た
ら
筋
力
は
落
ち
る

一
方
だ
が
、
筋
肉
と
い
う
の
は

い
く
つ
に
な
っ
て
も
発
達
す
る

そ
う
で
す
。

人
生
の
最
後
ま
で
自
分
で
歩
い

て
ほ
し
い
と
。
関
節
も
動
か
さ

な
い
と
使
え
な
く
な
る
と
の
こ

と
で
、
“
靴
は
筋
肉
”
と
し
て

一
体
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

自
分
に
あ
っ
た
靴
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
だ
が
、
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
も
の
。
自
分
の
サ
イ

ズ
を
知
る
た
め
に
専
門
店
で
測

定
し
て
も
ら
う
の
も
有
効
と
の

こ
と
。

足
は
第
２
の
心
臓
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
歩
く
こ
と
で
血
流

を
よ
く
し
て
体
内
の
、
と
り
わ

け
膝
の
下
に
溜
ま
っ
た
老
廃
物

を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

「文
化
浴
の
森
」
と
い
う
活
動

を
さ
れ
、
京
都
な
ら
で
は
の
文

化
財
を
通
し
て
の
心
身
の
健
康

と
文
化
財
保
護
を
説
か
れ
る
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ロ
ン
と
文
化
財

探
訪
講
座
に
大
活
躍
で
す
。

※
（編
者
挿
入
）紀
元2600

年
の
昔
、

左
記
の
歌
が
有
り
ま
し
た
。

地域にお役に立つ店を目指して！ とんからりん VOL：204号 2016(平成28年）9月１日号（木）P １

も
う
一
つ
の

八
月
十
五
日



私
が
、
こ
の
言
葉
を

聞
い
た
の
は
、
国
民

学
校
２
年
生
頃
。

祖
父
の
代
ま
で
住
ん
だ
炭
山

（宇
治
市
）
在

の
称
名
寺
に
行
っ
た
時
、
そ
の
寺
で
、
毎
年

行
わ
れ
る
仏
事
で
あ
る
。

炭
山
は
、
六
地
蔵
か
ら
伏

見
区
日
野
経
由
で
「長
坂

峠
」を
越
え
、
や
っ
と
着
く

山
村
、
電
気
も
通
っ
て
な

く
、
（戦
後
昭
24
年
迄
？
）

夜
は
ラ
ン
プ
の
村
。
田
畑

も
少
な
く
、
山
の
谷
間
で

「炭
焼
き
と
林
業
」で
生

計
を
立
て
て
い
た
村
。

明
治
時
代
に
、
わ
が
家

も
含
む
多
く
の
村
人
が
、
「京
」に
移
り
住

ん
だ
。
（私
は
戦
時
疎
開
で
五
ヶ
月
住
む
）

だ
が
、
相
当
古
く
か
ら
人
は
住
ん
で
居
た
と

み
え
、
鴨
長
明
の
「法
丈
記
」の
中
に
、
『こ

れ
よ
り
（現
伏
見
区
醍
醐
）
峯
つ
ゞ
き
炭
山
を
越

え
、
笠
取
を
過
ぎ
て
、
岩
間
に
ま
う
で
、
石
山

を
拝
む
』と
あ
る
。

我
家
の
墓
地
も
お
寺
も
、
今
も
其
処
に

有
り
「施
餓
鬼
」も
、
毎
年
「寺
」で
執
り
行

わ
れ
て
い
る
。
幼
児
の
頃
は
「地
蔵
盆
」と
重

な
り
、
「嫌
だ
！
」と
い
っ
て
も
、
祖
父
母
は

「お
前
は
、
酒
谷
家
の
14
代
目
の
後
継
ぎ
だ
」

と
言
わ
れ
、
嫌
々
な
が
ら
行
った
。

（昭
27
年
頃
、
清
水
焼
の
人
々
移
住
し
人
家
は
増
加
）

祖
父
は
、
歩
き
な
が
ら
、
村
で
住
ん
で
い
た

頃
の
話
や
、
後
に
お
墓
を
建
替
え
た
時
、
京

都
か
ら
「牛
車
」で
石
を
運
ん
だ
苦
労
話
を

し
、
『墓
と
お
寺
を
忘
れ
る
な
！
』と
小
学
２

年
生
の
私
に
命
じ
、
今
や
70
年
余
も
続
け

て
い
る

６
年
生
に
な
った
時
。
戦
時
学
童
疎
開
が

始
ま
り
、
体
の
弱
い
子
の
私
は
、
縁
故
を
頼

り
「炭
山
」に
疎
開
。
行
く
直
前
、
祖
父
母

か
ら
「ご
厄
介
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
お

手
伝
い
を
喜
ん
で
せ
よ
」と
言
わ
れ
「鶏
や

牛
」の
世
話
、
山
か
ら
「柴
や
薪
」運
び
を
し

た
。
お
陰
で
。
虚
弱
児
だ
っ
た
私
は
、
風
邪

も
挽
か
な
い
丈
夫
な
子
に
な
った
。

当
時
は
、
電
気
は
無
い
村
で
ラ
ジ
オ
は
聞
け

ず
、
新
聞
は
、
（３
日
一度
配
達
）情
報
が
判

ら
ず
、
西
側
の
山
越
し
に
見
え
る
「空
」が

赤
く
染
ま
る
と
、
京
都
が
空
襲
さ
れ
て
い
る

の
で
は
と
幾
度
も
心
配
を
し
た
。

そ
の
戦
争
中
も
、
規
模
は
小
さ
く
な
っ
た

が
「施
餓
鬼
」は
続
き
「祖
父
母
が
来
る
」の

心
待
ち
に
し
て
い
た
。
そ
こ
へ、
祖
父
の
病
気

伝
え
ら
れ
、
京
都
の
帰
宅
、
「敗
戦
放
送
」

を
聞
い
た
。
病
床
の
祖
父
は
「天
皇
陛
下
の

申
訳
な
い
」と
涙
し
た
が
、
（敗
戦
後
の
九
月
一

日
亡
）
私
は
疎
開
か
ら
帰
れ
る
の
で
嬉
し
か
っ

た
。
そ
の
年
の
「施
餓
鬼
」は
、
さ
す
が
に
行

わ
れ
な
か
った
。
「？
」

近
年
に
な
っ
て
、
お
寺
の
裏
山
の
墓
地
か

ら
、
村
を
出
て
京
・大
阪
に
住
む
人
等
の
お

墓
が
減
り
「施
餓
鬼
」に
参
加
の
人
も
激
減

し
た
。
今
で
も
不
便
な
所
だ
か
ら
だ
。
が
、

私
は
，
子
や
孫
に
、
先
祖
の
「墓
地
は
、
絶

対
に
動
か
す
な
！
」
と
言
って
い
る
。

何
の
た
め
に
、
何
故
こ
の
様
な
山
奥
の

土
地
に
、
住
み
着
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、

芥
川
龍
之
介
「鼻
」の
モ
デ
ル
の
僧
「禅
陳

内
供
」が
、
隣
村
「池
尾
」の
寺
に
居
た
の
だ

か
ら
、
そ
の
前
か
ら
、
人
々
が
住
ん
で
居
た

の
は
確
か
。
だ
か
ら
軽
々
に
、
お
墓
は
、
動
か

す
べ
き
で
な
い
と
思
う
の
だ
が
・・。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

結
構
長

く
感
じ
ら

れ
た
こ
の

１
年
で
し
た
。
俳
句
に
夢
中
の
２
０
年
と

同
じ
く
ら
い
の
長
さ
、
と
い
え
ば
い
い
の

か
。
結
果
と
し
て
、
身
長
が
１
㎝
縮
ん
で

し
ま
っ
て
、
こ
れ
が
、
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

１
年
半
前
、
成
り
行
き
で
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
に
入
門
し
て
以
来
、
姿
勢
は
最
も
大
事

と
指
導
を
受
け
、
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

背
が
伸
び
そ
う
に
思
え
た
ほ
ど
に
。

幸
い
、
他
は
割
合
、
順
調
な
の
で
目
下
、

薬
や
栄
養
ド
リ
ン
ク
剤
も
服
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

た
だ
、
こ
の
、
数
カ
月
は
咳
き
込
む
こ

と
が
多
く
、
難
儀
し
ま
し
た
。
熱
は
な
く
、

不
思
議
に
百
日
ほ
ど
で
、
消
え
ま
し
た
。

数
年
前
同
様
、
怖
い
病
気
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
歯
科
の
治
療
や
、
黄
砂
が
気

管
支
を
刺
激
し
た
の
か
、
息
を
吸
お
う
と

す
る
と
咳
き
込
む
の
に
は
往
生
し
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
声
帯
も
老
化
を
免
れ
ず
、
歌

う
こ
と
は
月
一
の
大
学
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
や
ご

近
所
の
、
同
志
社
の
み
な
さ
ん
と
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の

「メ
サ
イ
ア
」
に
参
加
で
精

一
杯
と
思
っ
て
き
た
の
で
し
た
が
。

あ
る
演
奏
会
で
目
に
し
た
チ
ラ
シ
、

「ダ
ッ

タ
ン
人
の
踊
り
」

（ボ
ロ
デ
イ
ン
）
や

「亡
き
王
女
の
た
め
の
パ
バ
ー
ヌ
」

（ラ

ベ
ル
）

「コ
ラ
ー
ル
」

（バ
ッ
ハ
）

「モ

ル
ダ
ウ
」

（ス
メ
タ
ナ
）
な
ど
の
名
曲
を

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
歌
え
る
な
ん
て
。

外
国
の
曲
を
原
語
で
う
た
う
の
は
当
然
と

し
て
も
、
お
一
人
で
、
編
曲
し
、
日
本
語

に
訳
し
、
合
唱
の
指
導
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
指
揮
も
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
驚
く
べ

き
能
力
、
仕
事
量
で
す
。
早
速
、
旧
友
を

誘
い
、
冬
、
春
、
夏
、
秋
と
７
カ
月
週
一

の
レ
ッ
ス
ン
に
通
い
ま
し
た
。

実
は
１
６
年
前
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
２
１
世
紀
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
た
、
西
暦
二
千
年
の
大
晦
日
、

京
都
市
役
所
前
で
、
五
百
人
で

「第
九
」

を
歌
っ
た
の
で
す
が
、
３
か
月
間
の
レ
ッ

ス
ン
も
当
日
も
、
葛
西
進
先
生
で
し
た
。

当
時
高
校
生
だ
っ
た
息
子
も
わ
が
職
場
の

同
僚
と
共
に
。
つ
い
最
近

「勤
労
者
音
楽

祭
」
。
聴
衆

（応
援
）
と
し
て
参
加
し
た

時
、
審
査
員
と
し
て
の
厳
し
く
温
か
い
講

評
に
も
注
目
し
た
も
の
で
し
た
。

「勤
労

者
音
楽
祭
」
は
学
生
時
代
に
参
加
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
息
の
長
い
文
化
運
動

の
底
力
を
見
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
に
思
え
た
曲
の
暗
譜
も
何
と
か
、
間

に
合
い
、
予
定
通
り
、
演
奏
会
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。
庭
の
朝
顔
も

「お
め
で
と
う
」

と
３
輪
も
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
そ
ん
な
ふ
う
だ
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
結
構
で
、
残
暑
も
や
が
て
爽

や
か
な
季
節
に
、
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、

か
の

「戦
争
法
強
行
」
以
来
、
１
年
近
く
、

ま
す
ま
す
、
こ
の
国
の
つ
ま
る
と
こ
ろ

「原
発
イ
エ
ス
」
の
政
治
が
、
危
う
く
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

一
見
、
悪
く
な
い
、
こ
の
国
の
見
え
な
い

深
層
部
か
ら
秋
風
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

輝
く
川
面
に
夢
を
乗
せ
て

我
ら
の
未
来
に
光
と
も
す
川
よ

わ
れ
ら
の
川
よ

平
和
を
守
り

悠
久
の
時
を

流
れ
ゆ
く
流
れ
ゆ
く

（モ
ル
ダ
ウ
よ
り
）

深
層
部
か
ら
秋
風

石
動
敬
子

以
前
に
も

書
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、

「甘
い
、
甘
い
、

あ
ー
ま
ー
ざ
ー

け
ー
」と
売
り
歩
く
、
江
戸
時
代
の
甘

酒
売
り
は
夏
の
風
物
詩
だ
っ
た
と
い
う
。

稲
荷
山
の
茶
屋
で
１
年
中
自
家
製
の

甘
酒
を
飲
ま
せ
て
く
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
末
富
亭

と
い
う
甘
酒
だ
け
の
店
。

御
産
婆
池
の
前
を
通
っ
て

登
る
北
側
の
裏
参
道
沿

い
に
あ
る
。

最
近
は
健
康
食
品
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
か
、

お
客
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
外
人
観

光
客
に
も
人
気
が
高
い
と
い
う
。
こ
の

夏
は
猛
暑
が
続
く
日
々
で
あ
る
が
、
お

盆
過
ぎ
末
富
亭
で
の
女
将
さ
ん
と
の

話
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
甘
酒
の
話
で

は
な
い
。
末
富
亭
は
昔
か
ら
甘
酒
屋
を

や
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

末
富
亭
の
女
将
さ
ん
と
の
話
の
発
端

は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
出
さ
れ
た
甘
酒
の

横
に
シ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
た
小
皿
の
話
題

か
ら
で
あ
る
。
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た

小
皿
の
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
皿
に

目
が
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
富
士
山
と

千
鳥
が
３
羽
描
か
れ
て
い
る
。
裏
に
は

「

CHIDORI
ZUKUSI

JAPAN

」
と
あ
る
。

お
そ
ら
く
輸
出
用
に
も
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
し
げ
し
げ
と
眺
め

て
い
た
が
女
将
さ
ん
は
「こ
の
皿
は
特
別

に
値
打
ち
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
こ
の
皿
は
昔
宿
屋
を
や
っ
て
た
時

に
使
っ
て
た
も
の
で
、
と
て
も
思
い
出
深

い
も
の
で
す
よ
。
宿
屋
は
母
が
中
心
に

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
私
も
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
５
５
年
く
ら
い
ま
で
や
っ

て
い
ま
し
た
」と
。
「こ
れ
ら
の
小
皿
に
料

理
を
並
べ
ま
し
て
ね
、
御
膳
３
段
く
ら
い

を
抱
え
て
こ
の
階
段
を
運
ん
だ
も
の
で

す
。
２
階
が
お
部
屋
な
ん
で
す
が
２
０

人
く
ら
い
雑
魚
寝
状
態
も
良
く
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
お
客
さ
ん
は
よ
く
お

酒
を
飲
ま
れ
ま
し
た
ね
。
お
稲
荷
さ
ん
へ

の
参
拝
の
お
客
さ
ん
相
手
の
宿
屋
で
す

か
ら
ね
。
夜
参
り
の
お
客
さ
ん
が
夜
中

に
山
か
ら
降
り
て
来
ら
れ
ま
し
て
ね
、

足
洗
の
宴
会
が
夜
を
徹
し
て
続
き
ま
し

た
ね
」と
当
時
を
な
つ
か
し
そ
う
に
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。

明
治
の
頃
末
富
亭
は
、
「大
お
ば
あ

さ
ん
の
代
に
中
書
島
か
ら
こ
こ
に
移
っ

て
き
た
の
で
す
」と
の
こ
と
だ
。
察
す
る

に
、
江
戸
時
代
に
繁
栄
し
た
伏
見
港

が
、
明
治
に
入
り
淀
川
の
船
便
が
減
り

衰
退
し
て
い
っ
た
あ
お
り
で
、
末
富
亭
も

新
天
地
を
求
め
、
こ
の
稲
荷
山
で
参
拝

客
相
手
の
宿
屋
を
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
世
に
な
る
と
行
楽
を
目
的
に
名
山
・

霊
場
な
ど
へ集
団
参
拝
す
る
た
め
の
も

の
と
し
て
講
が
生
ま
れ
た
。
稲
荷
山
に

あ
る
十
数
軒
の
茶
店
は
ほ
と
ん
ど
が
そ

の
昔
は
旅
館
業
も
営
ん
で
い
た
。
全
国

か
ら
講
を
組
ん
で
訪
れ
る
信
者
を
受

け
入
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
末
富
亭
の
表

の
間
に
は
、
其
の
頃
毎
年
来
て
い
た
と
い

う
横
浜
の
生
麦
地
域
の
講
札
が
今
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
近
は
外
人
観
光
客
相
手
の
民
泊
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
の
観
光
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
。
講

の
お
客
時
代
と
は
全
く
様
子
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

稲
荷
山㉓

ぶ
ら
り
散
策㉓

⑭

越
智
薫
史

施
餓
鬼

せ

が

き



七
条
通

り
は
北
山

通
り
か
ら
，

十
条
通
間
の
、
碁
盤
横
線
状
の
大
通
の

一
つ
で
あ
る
が
、
六

・
七
条
通
り
は
、

奥
ゆ
か
し
、
三
・
四
・
五
条
通
り
程
有

名
で
は
な
い
。
が
、
豊
臣
秀
吉
公
が
天

下
人
で
有
っ
た
時
代
。
伏
見
城
と
結
ぶ

本
町

（伏
見
）
街
道
出
来
て
、
正
面
通

り
東
に

「京
大
仏
殿
」
が
造
営
さ
れ
た
。

そ
れ
で
近
く
に
は
、
大
工
等
職
人
が
多

く
住
み

「茶
屋
・
塗
師
屋
・
鍵
屋
・
棟

梁
」
等
の
町
名
に
、
京
都
博
物
館
前
の

大
和
大
路
通
に
面
す
る
元

「大
仏
殿
」

の
大
石
垣
は
今
も
有
り
、
近
く
の

「松

原
署
は

「大
仏
交
番
所
」
と

「大
仏
郵

便
局
」
の
名
前
で
使
わ
れ
て
い
る
。

七
条
通
り
の
東
の
突
当
た
り
に
あ
る
、

智
積
院

（ち
し
ゃ
く
い
ん
）
は
全
国
三
千

の
末
寺
を
擁
す
る
真
言
宗
智
山
派

（し

ん
ご
ん
し
ゅ
う
ち
さ
ん
は
）

の
総
本
山
。

そ
の
東
側
の
坂
道
は
、
東
山
三
六
峰
の

一
つ

「阿
弥
陀
が
峰
」
通
じ
る
。
そ
の

途
中
に
、
幼
稚
園
～
大
学
院
ま
で
あ
る

「京
都
女
子
学
園
」
が
あ
り
、
朝
夕
、

女
子
生
徒
、
学
生

の
大
軍
が
ワ
ン
サ

と
通
る
。
以
前
は

『
日
吉

（
神
社
）

さ

ん
の
坂
』
だ
っ
た
が
、

今
は
、
女
坂
（お
ん
な

ざ
か
）が
呼
び
名
と
な
っ

て
い
る
。

日
本
の
何
処
か
に
「男
坂
」は
、
有
る
だ
ろ
う
か
？
。

そ
の
坂
を
更
に
東
へ
、
突
当
た
の
石

段
上

「鳥
居
」
の
向
こ
う
の
広
場
は

「太
閤
担
（た
い
こ
う
だ
い
ら
）」
と
言
う
。

豊
臣
秀
吉
公
没
後
、
遺
言
よ
り
、
遺
体

は
五
百
段
近
い
石
階
段

の
登
っ
た
所
の

「阿
弥

陀
ヶ
峰
」
頂
上
の

「廟
」

に
埋
葬
さ
れ
、
広
場
は

「豊
国
神
社
」
跡
地
。

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
私
等
の
子
供
時
代

は
、
殆
ど
家
の
外
で
遊
ん
だ
。
鴨
川
や
、

東
山

一
帯
が

「遊
び
場
」、
プ
ー
ル
が

無
く
、
阿
弥
陀
ヶ
峰
の
北
に
有
る

「稚

児
ヶ
池
」
泳
い
だ
。
パ
ン
ツ
が
藻
の
色

に
染
ま
る
の
で

「ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
」
で
。

前
戦
争
中
は
、
そ
の
北
の
六
条
山
に

「防
空
監
視
塔
」
が
有
り
、
太
閤
廟
の

南
北
に
高
射
砲
が
２
門
。
（戦
後
知
っ
た
事

だ
が
）
そ
の
為
に
、
東
山
一
帯
が
立
入
禁

止
で

「遊
び
場
」
で
は
無
か
っ
た
。

が
、
皮
肉
に
も
、
殆
ど
米
空
軍
機
の
被

害
を
受
け
な
か
っ
た
京
都
で
、
高
射
砲

陣
地
か
ら
数
百
米
し
か
離
れ
て
い
な
い
、

東
山
区

「馬
町
」
が
空
爆
さ
れ
、
死
者
、

負
傷
者
多
数
と
家
屋
が
破
壊
さ
れ
た
。

京
都
は
空
襲
を
さ
れ
な
か
っ
た
通
説
に

抗
し
て
，
先
年
そ
の
地
の
修
道
小
学
校
々

内
に
多
く
の
方
々
の
寄
付
金
で

「馬
町

空
襲
の
地
」
刻
し
た
碑
が
建
立
出
来
た
。

や
っ
と
、
京
都
の
前
戦
争
の

「あ
と
始

末
」
が
完
了
し
た
。

そ
し
て
、
水
族
館
の
続
い
て

「鉄
道

博
物
館
」
も
出
来
た
。
崇
仁
小
学
校
跡

に

「美
大
」
が
戻
っ
て
来
る
。
Ｊ
Ｒ
の

駅
も
七
条
通
り
に
出
来
る
と
聞
く
。
な

れ
ば
、
京
都

一
の
大
通
り
に
な
る
だ
ろ

う
し
、
そ
う
し
た
い
！
。

七
条
大
橋
（毎
月
７
日
に
掃
除
を
し
て
い
る
）
も
、

元
々
の
姿
に
し
た
い
な
ぁ
！
で
あ
る
。
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京
都
北
部

の
交
通
の
要

衝
、
烏
丸
車

庫
前
を
発
車
し
た
市
電
は
、
北
大
路
通
を

東
へ
向
か
い
ま
す
。
家
並
み
の
向
こ
う
に

は
、
裾
野
を
伸
ば
し
た
比
叡
山
の
姿
が
き

れ
い
に
見
え
て
き
ま
す
。

両
側
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ
る
賑
や
か
な

商
店
街
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
型
ス
ー
パ
ー

の
な
か
っ
た
市
電
の
時
代
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
商
店
が
並
び
、
今
よ
り
も
っ
と
賑

や
か
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校

時
代
、
転
校
し
て
来
た
友
人
の
実
家
が
す

ぐ
南
側
に
あ
り
、
よ
く
自
転
車
で
出
か
け

た
も
の
で
し
た
。
家
か
ら
三
キ
ロ
ほ
ど
、

小
学
生
の
身
に
は
、
自
転
車
乗
り
は
ち
ょ
っ

と
し
た
冒
険
で
し
た
。

や
が
て
交
差
す
る
の
が
加
茂
街
道
で
、

五
月
に
行
わ
れ
る
葵
祭
り
の
行
列
は
、
下

鴨
神
社
か
ら
、
こ
こ
を
通
っ
て
上
賀
茂
神

社
へ
と
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
、
賀
茂
川

に
架
か
る
北
大
路
橋
を
渡
り
ま
す
。
市
電

の
開
通
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
八
年
に
架
橋

さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
で
、
長
さ

九
十
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
先
ご
ろ
改

修
さ
れ
て
、
戦
後
に
供
出
し
て
失
わ
れ
た

灯
籠
風
照
明
の
復
元
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の
設

置
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
大
路
橋
を
渡
り
終
え
て
、
到
着
す
る

の
が

「植
物
園
前
」
の
停
留
場
で
す
。
賀

茂
川
沿
い
少
し
歩
く
と
、
行
き
着
く
の
が

京
都
府
立
植
物
園
で
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
四
季
を
通
じ
て
、
い
つ
も
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

大
正
十
三
年
、
周
囲
に
人
家
も
な
か
っ

た
こ
の
地
に
、
大
正
天
皇
の
御
大
典
を
記

念
し
て
、
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
公
立

植
物
園
、
現
在
の
京
都
府
立
植
物
園
が
誕

生
し
ま
し
た
。
北
は
北
山
通
、
東
は
鞍
馬

街
道
、
南
は
北
大
路
通
の
上
手
、
西
は
賀

茂
川
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
、
お
よ
そ
二

十
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
に
、

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
市
民
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
の
よ
う
な
戦
後
す
ぐ
生
ま
れ
た
団
塊

世
代
に
と
っ
て
、
植
物
園
は
、
進
駐
軍
の

社
宅
だ
っ
た
幼
い
頃
の
思
い
出
も
よ
み
が

え
り
ま
す
。
第
二
次
大
戦
後
、
京
都
に
進

駐
し
た
米
軍
に
植
物
園
は
接
収
さ
れ
、
家

族
の
住
む
住
宅
地
に
転
用
さ
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
日
本
人
は
オ
フ
リ
ミ
ッ
ト
で
、
接

収
が
解
除
さ
れ
て
本
来
の
植
物
園
と
し
て

返
還
を
受
け
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
の

こ
と
で
し
た
。
三
年
か
け
て
再
整
備
さ
れ
、

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
そ
の
直
後
に
植
物
園
へ
行
く
と
、
ま

だ
白
い
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ
た
京
都
で
見
た

こ
と
も
無
い
よ
う
な
洋
風
住
宅
が
残
っ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
市
電
停
留

場
も
、
そ
れ
ま
で
の
北
大
路
橋
か
ら
植
物

園
前
に
改
称
さ
れ
ま
す
。

さ
て
植
物
園
の
開
園
当
時
、
市
電
は
北

大
路
橋
の
西
詰
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら

ず
、
北
大
路
橋
の
開
通
と
と
も
に
東
側
へ

伸
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
先

立
ち
、
昭
和
三
年
に
植
物
園
前
と
出
町
の

間
を
京
都
で
初
め
て
市
営
バ
ス
が
走
り
出

し
ま
す
。
現
在
の
正
門
の
前
ま
で
バ
ス
が

来
て
い
た
そ
う
で
、
植
物
園
へ
行
く
家
族

連
れ
も
運
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
が
、
日
本
で
最
初
の
乗

り
合
い
バ
ス
の
始
ま
り
で
も
あ
る
の
で
す
。

植
物
園
周
辺
は
、
市
電
の
廃
止
後
、
賀

茂
川
沿
い
の
道
が
、
半
木

（な
か
ら
ぎ
）

の
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
と
く
に
桜
並
木

が
満
開
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
賀
茂
川
の
流

れ
と
と
も
に
、
春
の
京
都
を
代
表
す
る
景

色
と
な
り
ま
し
た
。

市
電
が
走

っ
た

京
都
を
巡
る

福

田
静

二 67

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う

と
お
り

七
条
通
⑰

京
都

一
の
通
り
に
向
か
う

70

比
叡
山
を
バ
ッ
ク
に

北
大
路
橋
を
渡
る
市
電

市
電
の
最
終
日
、

植
物
園
前
は
大
賑
わ
い
、



今
の
店
の

向
か
い
側

『
大
黒
湯
』

の
東
側
６

坪
程
の
債
務
超
過
の
会
社
を
引
継
ぎ
、

暫
く
其
処
は
、
人
任
せ
で
営
業
を
続
け

た
。
営
業
数
字
は
管
理
し
て
い
た
が
危

さ
を
感
じ
、
空
家
に
な
っ
て
い
た
我
が

家
（現
在
地
）
に
、
「
株
サ
カ
タ
ニ
」
と

社
名
に
変
え
移
転
し
た
。
家
主
は
父
で
、

さ
す
が
に
権
利
金
は
零
だ
っ
た
が
、
家

賃
は
世
間
並
よ
り
「
や
や
少
な
目
」
で

払
う
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

マ
ダ
私
は
、
酒
問
屋
役
員
、
店
全
般

責
任
者
で
働
き
な
が
ら
。
有
る
時
、
取

引
先
だ
っ
た
「
藤
井
大
丸
」
さ
ん
か
ら

「
カ
ナ
ダ
展
」
の
催
し
手
伝
い
を
頼
ま

れ
大
阪
の
「
丸
紅
」
に
相
談
に
行
っ
た
。

が
、
ビ
ル
の
周
り
は
「
主
婦
連
」
の
女

性
達
が
取
り
囲
ん
で
い
た
。
掻
き
わ
け

て
担
当
者
と
打
合
せ
と
商
談
後
、
「
な

ぜ
主
婦
連
が
？
」
と
問
う
た
。
「
（政
府

管
理
だ
っ
た
）
米
の
闇
取
引
の
抗
議
デ
モ
」

だ
と
言
う
。
付
け
加
え
「
あ
ん
な
事
を

な
さ
っ
て
る
が
、
近
々
、
物
資
不
足
で

大
変
な
こ
と
が
起
こ
る
」
と
言
い
「
石

油
シ
ョ
ッ
ク
」
を
予
言
し
た
。
そ
ん
な

馬
鹿
な
こ
と
と
思
い
聞
き
流
し
た
。

問
屋
で
は
仕
入
れ
も
担
当
し
て
い
て
、

そ
れ
ま
で
と
は
急
変
、
『
注
文
数
を
減

ら
せ
』
と
言
い
出
し
た
。
「
予
言
が
来

た
！
」
と
直
感
。
空
家
だ
っ
た
我
が
家

に
、
砂
糖
、
油
、
醤
油
等
々
大
量
に
商

品
を
抱
え
た
。
そ
し
て
間
も
な
く

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
来
た
！
・
殆
ど
の
商
品

が
値
上
が
り
と
品
不
足
。
多
く
の
業
者

さ
ん
は
、
品
不
足
で
お
困
り
に
な
っ
た

が
、
我
社
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
を
せ

ず
、
同
時
に
値
上
げ
も
出
来
た
。

お
陰
で
お
得
意
先
に
喜
ば
れ
、
「
債
務

超
過
」
は
解
消
。
棚
上
げ
債
務
も

一
掃

し
、
卸
問
屋
を
退
職
，
、
「
店
」
の
移

転
も
そ
の
勢
い
の
な
か
で
出
来
た
。
42

才
の
厄
年
は
良
い
年
に
な
っ
た
。

小
さ
な
変
化
で
も
、
大
き
な
変
動
を

知
ら
せ
て
呉
れ
る
と
「
情
報
の
大
切
さ
」

を
学
ん
だ
。
私
に
と
っ
て
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
は
奇
跡
的
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
宗
教

家
だ
っ
た
祖
母
は
「
神
さ
ん
は
チ
ャ
ン

と
見
て
な
さ
る
。
呑
み
込
め
な
い
様
な

棒
で
も
。
辛
い
我
慢
す
れ
ば
吞
み
込
め

る
。
そ
れ
が
辛
抱
と
言
う
棒
や
」
と
、

今
の
店
を
開
店
し
た
私
を
励
ま
し
て
く

れ
、
十
日
後
の
十
月
十
日
に
急
死
し
た
。

ウ
ク
レ
レ
と
ギ
タ
ー
の
デ
ュ

オ
、
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
、
東

山
七
条
出
身
で
す
。
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
す
る
直
近
ま
で
実
家

に
住
ん
で
い
た
二
人
に
と
っ

て
、
七
条
界
隈
は
子
供
の
頃

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
あ
る
種
の
遊
び

場
で
し
た
。

七
条
通
り
に
か
か
る
橋

「七
条
大
橋
」は
、
フ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ド
の
二
人
に
と
っ
て
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
当
た
り
前

の
よ
う
に
存
在
し
、
特
に
気

を
と
め
る
こ
と
も
な
く
日
常

渡
っ
て
き
た
橋
で
す
。
こ
の

橋
が
ど
れ
だ
け
価
値
あ
る

も
の
で
あ
る
か
、
二
人
が
知

り
得
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ

と
で
す
。

サ
カ
タ
ニ
さ
ん
を
発
起

人
と
す
る
、
七
条
大
橋
を

大
切
に
し
て
い
こ

う
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

「七
条
大
橋
を
キ

レ
イ
に
す
る
会
」

で
は
、
毎
月
七

日
に
七
条
大
橋

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
も
自

分
た
ち
の
地
元
で
こ
の
よ
う

な
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
興
味
を
抱
き
、
今
年
の

四
月
、
ち
ょ
う
ど
十
回
目
の

清
掃
活
動
の
日
に
参
加
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、

清
掃
活
動
そ
の
も
の
は
あ
ま

り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
分
、
そ
の
後
の
懇
親
会

で
、
橋
に
つ
い
て
学
習
し
、
ま

た
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
の

七
条
大
橋
に
対
す
る
思
い

や
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
身

近
に
あ
る
こ
の
橋
の
存
在

価
値
を
認
識
し
た
の
で
し
た
。

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
こ
の

橋
に
、
自
分
た
ち
も
何
か
を

し
た
い
。
そ
う
考
え
た
フ
ラ

リ
ー
パ
ッ
ド
は
、
ミ
ュー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
音
楽
で
橋
の
存
在

価
値
を
伝
え
よ
う
と
、
一
つ

の
曲
を
作
り
ま
し
た
。
「七

条
大
橋
の
上
に
は
」と
題
さ

れ
た
曲
は
、
普
段
は
歌
の
な

い
音
楽
を
創
作
し
て
い
る
二

人
に
は
珍
し
く
、
詞
の
あ
る

「歌
」と
し
て
仕
上
が
り
ま
し

た
。
百
年
の
時
を
越
え
、
東

山
と
下
京
を
結
び
、
人
々
の

思
い
を
つ
な
ぎ
、
町
を
発
展

さ
せ
て
き
た
七
条
大
橋
。
そ

こ
に
は
、
人
々
の
夢
や
希
望

が
広
が
り
、
明
る
い
未
来
が

発
展
し
て
行
く
…
。
そ
ん
な

思
い
を
込
め
た
こ
の
曲
を
、

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
地
元
民

と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
七
条

大
橋
に
捧
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
「七
条
大
橋
の
上
に

は
」は
、
サ
カ
タ
ニ
さ
ん
に
て

ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
一

度
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

写
真
の
照
明
塔
・
欄
干
は
、

今
と
異
な
り
架
橋
当
時
の
姿

で
す
。
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▽
平
７
年
（

1
9
9
5

）

マ
ダ
、
酒
屋
が
「免

許
制
度
」で
ガ
ッ
チ
リ
と
保
護
さ
れ
て

い
た
時
代
。
何
れ
自
由
競
争
時
代
が

来
る
と
、
親
し
い
酒
屋
８
店
で
「お
酒

の
共
和
国
」グ
ル
ー
プ
を
創
っ
た
。

▼
そ
し
て
「共
同
出
資
」し
た
『酒
屋

と
の
酒
場
』を
つ
く
り
、
同
時
に
、
お

客
様
と
の
パ
イ
プ
役
で
「ま
い
ど
う
」の

名
の
「新
聞
」を
創
刊
し
た
。
が
、
残

念
だ
が
結
束
が
崩
壊
し
、
出
資
金
は

全
員
で
「損
」し
て
整
理
し
た
。

▽
『新
聞
』は
私
、
残
余
の
債
務
は
、

私
と
も
う

一
人
の
方
で
処
理
を
し
た
。

当
時
は
マ
ダ
。
酒
免
許
の
『縛
り
が
強

い
時
代
」酒
屋
は
、
奥
方
の
協
力
で
、

さ
し
て
苦
労
を
せ
ず
に
、
儲
か
っ
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。

▼
わ
が
社
は
、
既
に
フ
ァ
ミ
マ
に
加
入
。

営
業
成
績
は
安
定
し
て
い
た
。
只
、
ご

来
店
だ
け
で
な
く
、
配
達
も
考
慮
に

入
れ
て
。
今
も
継
続
し
て
い
る
、
「お

客
様
の
友
の
会
」を
創
り
、
こ
の
「と
ん

か
ら
り
ん
」も
続
け
て
い
る
。
▽
我
が

商
売
の
初
代
の
祖
父
喜

一
郎
は
、
常
々

「商
売
は
、
牛
の
涎
」と
私
に
言
っ
た
。

当
時
の
運
送
は
「馬
車
」や
牛
が
引
っ

張
る
牛
車
が
主
流
だ
っ
た
。

▼
自
動
車
が
、
溢
れ
て
い
る
今
の
人

に
は
、
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
牛

は
、
絶
え
ず
途
切
れ
そ
う
で
途
切
れ

ず
に
、
細
く
繋
が
る
「涎
」を
流
し
な

が
ら
、
荷
車
を
引
っ
張
っ
て
歩
い
て
い

た
。

▽
そ
の
「涎
」を
例
に
し
て
、
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
と
「商
売
の
基
本
姿
勢
」

を
孫
の
私
に
教
え
た
の
だ
ろ
う
。

毎
年
祖
父
の
命
日
９
月
１
日
墓
前
で
、

そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
過
ぎ
し
１
年

を
振
り
返
る
。

▼
そ
し
て
。
又
思
う
。
他
の
動
植
物

類
に
「牛
．
鯖
、
松
」に
「間
」を
付
け

な
い
、
人
だ
け
に
「間
」を
付
け
て
呼
ぶ
。

昔
か
ら
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
済
む
こ
と

だ
が
、
こ
の
欄
を
書
い
て
い
て
気
に
な
っ

た
。
誰
か
教
え
て
！
。

酒

屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

秋
の
話
題
と

い
た
し
ま
し
ょ
う

「月
の
中
に
は
兎
が
い

る
」
と
言
い
ま
す
ね
。
昔
そ
う
教
え

ら
れ
て
探
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
、

「そ
う
い
う
模
様
に
見
え
る
」
だ
け

で

「本
物
の
兎
が
い
る
」
わ
け
で
は

な
い
の
に
、
小
さ
い
な
が
ら
に

一
生

懸
命
起
き
て
、
夜
の
夜
空
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。
意
味
を
理
解
し
て
か
ら

は
、

「な
る
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
に
見

え
る
」
と
頷
け
ま
す
。
し
か
し
、
見

え
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
他
の
国
で

は
、
女
性
に
見
え
た
り
壺
に
見
え
た

り
す
る
と
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
考

え
方
の
違
い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し

な
が
ら
中
国
で
も

「月
の
中
に
は
兎

が
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
違
い
は
兎
が
月
の
中
で
し
て
い

る
こ
と
。
日
本
の
兎
は
お
餅
つ
き
を

し
て
い
て
、
中
国
の
兎
は
薬
作
り
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど
ち
ら
の
兎

も
た
く
ま
し
い
で
す
ね
。

兎
は
、
あ
ん
な
に
小
さ
い
で
す
が
、

物
語
の
中
で
は
そ
の
通
り
た
く
ま
し

い
く
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

か
ち
か
ち
山
や
、
お
じ
い
さ
ん
が
帝

釈
天
だ
っ
た
兎
と
狸
と
狐
の
話
。
鳥

獣
戯
画
に
も
出
て
き
ま
す
。
あ
と
は
、

兎
と
亀
、
因
幡
の
兎

・
・
・
こ
れ
ら

は
、
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
ね
。
兎
に

角
、
兎
は
物
語
の
中
で
色
々
な
形
で

登
場
し
、
意
外
と

「あ
っ
」
と
言
わ

せ
る
存
在
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
兎
が
住
ま
う
月
の
お
話

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
九
月
に
入
る

と
十
五
夜
が
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
九

月
十
五
日
が

「十
五
夜
」
と
い
わ
れ

る
の
で
し
ょ
う
？
そ
も
そ
も
、
十
五

夜
と
は
満
月
の
事
。
満
月
は
月
に

一

度
来
る
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で

も
、
九
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬
ご
ろ

の
空
は
澄
み
渡
り
特
に
月
が
き
れ
い

に
見
え
ま
す
。
こ
れ
を

「中
秋
の
名

月
」
と
い
い
ま
す
。

宴
を
開
い
て
月
を
め
で
る
文
化
は
、

平
安
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「観
月
の
宴
」
で
す
ね
。
江
戸
時
代

に
な
る
と
こ
の
文
化
が

一
般
に
広
ま

り
ま
し
た
。
農
家
は
月
の
動
き
を
よ

く
見
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
大
切
な

作
物
は
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
成

長
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
農

家
に
と
っ
て
月
は
豊
作
の
神
が
住
ま

う
場
所
。
九
月
十
五
日

（陰
暦
八
月

十
五
日
）
、
秋
の
収
穫
を
月
に
感
謝

す
る
お
祭
り
と
し
て
、
十
五
夜
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

な
ぜ
団
子
を
月

へ
備
え
る
か
と
い
う

と
、
団
子
は
穫
れ
た
穀
物
を
丸
め
た

も
の
で
そ
れ
を
備
え
て
感
謝
す
る
と

い
う
意
味
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

第
百
十

一
話

（株
）

サ
カ
タ
ニ

ス
タ
ー
ト

月
三
天

七
条
大
橋
の

上
に
は

纐
纈
史
子
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